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プロジェクト診断活動と連動した  
プロマネ教育の実践

富士通株式会社 地域ビジネスリスクマネジメント推進統括部
（以降、地域ＢＲＭと略す）
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～ＰＭノウハウ伝播・伝承への熱い思い～
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報告の真実を見抜く報告の真実を見抜く

プロジェクト管理の必要性プロジェクト管理の必要性

進捗管理の考え方進捗管理の考え方

品質管理の考え方品質管理の考え方

リスク管理の考え方リスク管理の考え方

コスト管理の考え方コスト管理の考え方

プロジェクト管理のための資質とコンセプトプロジェクト管理のための資質とコンセプト

契約までの留意点契約までの留意点

プロジェクト計画書プロジェクト計画書

品質管理のフレームワーク品質管理のフレームワーク

私のプロマネ論私のプロマネ論

プロジェクト診断の観点プロジェクト診断の観点

共通フレーム2007と
超上流の原理原則１７ヶ条

共通フレーム2007と
超上流の原理原則１７ヶ条

契約

 

・

 

法務契約

 

・

 

法務

完了フェーズ完了フェーズ

ヒューマンスキルヒューマンスキル 事例等事例等

演 習演 習コンセプチュアルスキルコンセプチュアルスキル

開発フェーズ

設

 

計

 

製

 

造

 

テスト

開発フェーズ

設

 

計

 

製

 

造

 

テスト
上流フェーズ上流フェーズ

中級（１３）

基礎（２６）

契約の話契約の話

構成管理の考え方構成管理の考え方

プロジェクト完了報告書プロジェクト完了報告書

契約交渉上のチェックポイント（事例編）契約交渉上のチェックポイント（事例編）

交渉力の向上策交渉力の向上策

協力会社管理協力会社管理

品質管理演習品質管理演習

ビジネス法務ビジネス法務

品質分析評価事例紹介

 

～設計工程編～品質分析評価事例紹介

 

～設計工程編～

コミュニケーションコミュニケーション

スコープマネジメントの考え方スコープマネジメントの考え方

数値が教えるプロマネ学数値が教えるプロマネ学

プロマネツール紹介プロマネツール紹介

チームビルディングチームビルディング

上流工程でのアプローチ上流工程でのアプローチ

オフショア開発への取組みについてオフショア開発への取組みについて

品質分析評価事例紹介

 

～下流工程編～品質分析評価事例紹介

 

～下流工程編～

プロジェクト初期に気付くべきリスクプロジェクト初期に気付くべきリスク

ミニＰＣＣ演習ミニＰＣＣ演習

あなたのコミュニケーションタイプは？あなたのコミュニケーションタイプは？

上手な引継ぎのテクニック上手な引継ぎのテクニック

あるプロジェクトの悲劇あるプロジェクトの悲劇

現場における問題発見のコツ現場における問題発見のコツ

現場の説得・交渉術現場の説得・交渉術

曖昧性との共存曖昧性との共存

ＰＭプロフェッショナル仕事の流儀ＰＭプロフェッショナル仕事の流儀

１．プロマネ教育コース体系（全３９講座：３４時間）

中級（

 
４）

基礎（

 
９）
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1998年
ＰＣＣ活動

2001年
２．ＰＭ教育ＷＧ発足

【本教育の原本】

地
域
Ｂ
Ｒ
Ｍ
の
組
織
化

テーマ別プロマネ教育

ＰＣＣサポートメニュー

プロジェクト強化型

中級編

【教育活動誕生秘話】
PCC活動とは、実は教育
そのものである。

２．本活動の変遷

ノウハウを
カタチに

ＰＭノウハウ
伝播・伝承

１．西地区ＰＣＣ発足

2004年 2010年

※ＰＣＣ活動とは、Project Clinic Centerの略で、全国の地場をサポートする
ＳＥ会社に対して、ＰＭＯとしてプロジェクトを診断・支援するもの

ＰＣＣ活動



INTERNAL USE ONLYINTERNAL USE ONLY 4 Copyright 2010 FUJITSU LIMITED

タイムリーな
教育受講が困難
【プロマネ】

一度に多くの人が
現場を離れられない
【プロジェクト】

プロジェクト全体で
 意識合わせをしたい

【プロマネ】

自社にもっと合致
 した教育をしたい

【人材開発部門】

悩み

３．教育という手段は確かに有効だけど・・・
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１．もっと現場に合致した教育の実践
（対象となるプロジェクト規模、現状のレベル、事例中心）
⇒

 
プロマネ教育ＷＧの発足声かけ、議論、教材作成

４．教育推進上の観点

２．継続は力なり
（最初は６テーマ、７年間に渡った教材Ｂｒｕｓｈ

 
ＵＰ）

⇒

 
プロジェクト診断ノウハウの逐次反映、当部門の重点施策

３．ＰＭノウハウ伝播・伝承の強力な推進
（もったいない、２００７年問題、引き継ぎが困難）
⇒

 
伝えようとする信念、１＋１≠２、事例／経験の伝授
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本教育の基本コンセプト：
プロジェクト管理におけるＡＢＣの徹底（テーマ別にＡＢＣを設定）

本教育の基本コンセプト：
プロジェクト管理におけるＡＢＣの徹底（テーマ別にＡＢＣを設定）

１．プロジェクト診断活動を通じて知った、『プロマネの弱点』を中心にした内容

２．『現場・現物・現実』を大切にしつつ、ＰＭＢＯＫの考え方も採用

３．プロマネ全体を網羅し、短時間で理解できるオンサイト教育の実施

４．

 
ノート部の充実により、振り返り学習が可能

５．地域ＢＲＭ版プロマネ教育の特徴

Ａ Ｂ Ｃとは、Ａ（当たり前のことを）

 
Ｂ（ボーッとせず）

 
Ｃ（チャンとやる）
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上級

中級

初級

底上げ型（定期開催）

中級、初級のプロマネを対象に、全

 体のスキル底上げを図ることを目的

 とする。
ポイントは、多数の受講であること！

協力会

 社含む

プロマネ
スタッフ

メンバ メンバ

業務

 リーダ
業務

 リーダ

プロジェクト
管理者

主にリーダ（協力会社含む）に対して、

 今後のプロジェクト推進に対する気付

 きを与えるとともに、弱点を補強する。
ポイントは、「タイムリー」であること！

プロジェクト強化型

６．本教育の２つのタイプ

・ナレッジが共有され、
共通の土台ができる

・着実なプロジェクト推進の一助となる
・プロジェクト診断がやり易くなる
（話が通じる）
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６
講座

ＰＣＣ活動を通じて習得した弱点のフォローＵＰ

ＰＭコミュニティ活動の成果反映

雑誌、文献の有効活用

教育コース体系で欠落した部分の教材化

ＰＣＣ活動を通じて体験した事例の話／演習

39
講座

７．教材拡充・改版のアプローチ

継続は力なり
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１．現場の理解
・各社トップの人材育成への思い
・教育窓口の推進力

１．現場の理解
・各社トップの人材育成への思い
・教育窓口の推進力

８．継続して実施できた理由

２．教育は現場優先で実施
・受講者と場所さえあれば、どこにでも出向く
・事前に事務局と顔合わせを行い、カリキュラムをすり合わせる

２．教育は現場優先で実施
・受講者と場所さえあれば、どこにでも出向く
・事前に事務局と顔合わせを行い、カリキュラムをすり合わせる

３．受講者層／プロジェクトに合わせた講義
・受講者のＰＭ経験年数や取り巻く環境を配慮する
・各社の経営層や幹部にも、動機付けをしてもらう

３．受講者層／プロジェクトに合わせた講義
・受講者のＰＭ経験年数や取り巻く環境を配慮する
・各社の経営層や幹部にも、動機付けをしてもらう

４．新陳代謝と小集団による自律的運営
・毎年、その年での新しい気付きを教材に組み込む
・書籍を紹介して終わりではなく、咀嚼して、エキスを抽出して見せる

４．新陳代謝と小集団による自律的運営
・毎年、その年での新しい気付きを教材に組み込む
・書籍を紹介して終わりではなく、咀嚼して、エキスを抽出して見せる
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１２２回

 
２４４０名

ＳＥ会社向け

 

：８３回

 

１３３９名
パートナー向け

 

：２２回

 

８４９名
プロジェクト向け

 

：

 

９回

 

１３１名
お客様向け

 

：

 

８回

 

１２１名

１２２回

 
２４４０名

ＳＥ会社向け

 

：８３回

 

１３３９名
パートナー向け

 

：２２回

 

８４９名
プロジェクト向け

 

：

 

９回

 

１３１名
お客様向け

 

：

 

８回

 

１２１名

0
5
10
15
20
25
30
35
40

実
施
回
数

2003年
度

2004年
度

2005年
度

2006年
度

2007年
度

2008年
度

2009年
度

実施年度

プロマネ教育実施回数

パートナー

お客様

プロジェクト

ＳＥ会社

0

100

200

300

400

500

600

受
講
者
数

2003
年
度

2004
年
度

2005
年
度

2006
年
度

2007
年
度

2008
年
度

2009
年
度

実施年度

プロマネ教育受講者数

パートナー

お客様

プロジェクト

ＳＥ会社

９．本教育の実績【２００３年度下期～２００９年度】

受講者数拡大受講回数増加

PCC活動

 の連動に

 よる拡大
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１）当たり前のこととは如何なることか、よく理解できた。

 または、再認識できた。

３）特に進捗管理・品質管理は具体的ですぐ実行出来そうで

 役に立つ。試してみたい。

２）プロマネ全体を体系化した教育コースなので、短期間で

 ポイントがよく理解できた。

１０．本教育の成果（受講アンケートより）

１）プロジェクトに合った内容だったので、今後どのようにしていけば
よいのかイメージがついた。

２）協力会社のメンバと同じ内容を受講できたことで意識レベルが
合い易くなった。

プロジェクト強化型

底上げ型
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プロジェクトス
 タート時に受講

【プロマネ】

現地で開催
時間、経費削減
【プロジェクト】

プロジェクト要員全員
 （協力会社、顧客含

 む）で意識合わせ
【プロマネ】

各社の状況に合致
 した教育カリキュ
 ラムによる実践

【人材開発部門】

解決

１１．何が解決できたか・・・
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１．プロジェクト強化型教育の推進
 

現場に直接役立つ教育１．プロジェクト強化型教育の推進
 

現場に直接役立つ教育

１２．今後に向けた取り組み（１／２）

２．上流工程へのより一層のシフト
 

問題は上流にあり２．上流工程へのより一層のシフト
 

問題は上流にあり

４．教育パワーの拡充&スキル向上
 

講師の養成、プロジェクト
診断資格の登竜門

４．教育パワーの拡充&スキル向上
 

講師の養成、プロジェクト
診断資格の登竜門

３．トップマネジメントへの働きかけ
 

教育の重要性、動機付け３．トップマネジメントへの働きかけ
 

教育の重要性、動機付け
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教育実践

リフレクション・シート
●新たな気づき
●弱点補強
●プロマネ像

ＯＵＴＰＵＴ

上司部下
●動機付け
●フォローUP
●育成プラン

キャリア面談・目標管理

STEP1(実践中)

STEP2(依頼中)

講 師 陣による
フォローＵＰ

【後方支援】

ここを補強する
【長期課題】

STEP3(今後)

５．本教育実施後の受講生への
 

教育実施という”点”から
フォローｕｐ

 
実務フォローｕｐという”線”へ

５．本教育実施後の受講生への
 

教育実施という”点”から
フォローｕｐ

 
実務フォローｕｐという”線”へ

１２．今後に向けた取り組み（２／２）
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２

６

２

既に優秀なＰＭ既に優秀なＰＭ

ＰＭに不向きＰＭに不向き

１３．終わりに

教える側の
伝えようとする熱い情熱と

受講者側の
食らいつく眼差しで成立

教育とは・・・
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ご清聴ありがとうございました
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